
桜井駅周辺地区まちづくり基本計画

令和 5 年 4 月 更新
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１．まちづくり基本計画策定の背景と目的 

桜井駅周辺地区（以下「本地区」という。）では、全国と同様にみられる人口減少や少子高齢化

にともない、中心市街地の衰退や駅前商業サービス機能の低下、歴史文化資源の減少がみられるよ

うになり、桜井市の中心拠点として都市機能の充実が求められています。また、駅周辺においては 

駅南北の通過交通と駅前へのアクセス交通が錯綜することによる課題も見られます。 

桜井市では、平成 22 年度より地元有志によるまちづくりの取り組みが展開され、平成 23 年には

桜井市本町通周辺まちづくり協議会が設立されました。平成 27 年 9 月には、このまちづくり協議

会を含む「桜井駅南口エリア（周辺）のまちづくり検討会」により作成された「2020 桜井駅南口

エリア将来ビジョン」が市長に提出されました。さらに、平成 29 年 3 月には、官民が協力して「地

区まちづくり推進ビジョン」を作成しました。 

また、平成 28 年 5 月に「県と桜井市とのまちづくりに関する包括協定」に基づく「桜井駅周辺

地区まちづくり基本構想」（以下「基本構想」という。）を策定し、官民一体のまちづくりの推進

を検討してきました。 

以上の背景を踏まえ、 平成 30 年 10 月に、桜井市と県では、本地区のまちづくりの将来像の実

現をめざした具体的な事業内容や事業スケジュールなどを定める「桜井駅周辺地区まちづくり基本

計画」（以下「基本計画」という。）【平成 30 年～令和 4 年】を策定し、事業を進めているとこ

ろであり、桜井駅周辺地区まちづくり連絡会議において事業実施段階での課題等を踏まえた検討を

行い、令和 5 年 4 月に計画を更新しました。 

なお、桜井駅及び駅周辺の環境に適した道路交通については、今後も引き続き検討を進めます。 

２．まちづくり基本計画の位置づけ 

基本計画の位置付けは、以下のようになります。 

１．背景と目的、２．位置づけ、３．推進体制 

図 基本計画の位置づけ 

３．推進体制 
基本計画の推進や進捗管理は、下記に示す実施体制により行います。 

図 連携協定の流れ 

基本協定 

基 

本 

計 

画 

策 

定 

桜井駅周辺地区まち 
づくり基本計画 

の検討 
 

●各事業の内容、事業手 
法、事業主体等を記載 

する基本計画を検討 

●協議会等の開催により、 
まちづくりを推進する体 

制を構築 

●関係機関や地元住民等と
の合意形成討 

締 

結 

平
成

年
５
月
８
日 

まちづくり基本構想策定 まちづくり基本計画策定 
（本計画） 各事業の実施 

まちづくりを検討する地区について合意 地区のまちづくりの方針について合意 財政支援額、支援方法等に
ついて合意 

策 

定 

平
成

年
５
月
８
日 

桜井駅周辺地区まち 
づくり基本構想 

の検討 
 

●まちづくりのコンセプトや
将来像、基本となる取組を

記載する基本構想を検討 

●勉強会等の開催により、 
まちづくり機運を醸成 

●関係機関等との調整 

締 

結 

平
成

年

月

日 

包括協定 

個別協定 
(事業単位) 

締
結 

事業実施 
（桜井市） 

実施事業 
（桜井市） 

大学 

参画 

支援 

事業の実施 

桜井市 

参画 

奈良県 

参画 

桜井区 

参画 

桜井駅周辺地区のまちづくりの実現 

 まちづくり連絡会議 

取り組みの実施 

・基本計画に基づくま
ちづくりの承認や決定 
・基本計画に基づくま
ちづくりの進捗管理 
・基本計画の見直し 

 
南都銀行 

事業の実施 参画 

 
桜井市本町通り周辺 
まちづくり協議会 

 
桜井まちづくり株式会社 

 
桜井木材協同組合 

 
大和信用金庫 

 
桜井市商工会 参画 

図 まちづくり基本計画の推進体制 

整合 
県と桜井市とのまちづ
くりに関する包括協定  

反映 

反映 

 

 
2020 桜井駅南口 

エリア将来ビジョン 

 
地区まちづくり 
推進ビジョン 

官民連携ビジョン 

 
桜井駅南口エリア(周辺)のまちづくり検討会 

 
ワーキング会議 

作成 

作成 

整合 

具体化 

桜井駅周辺地区 
まちづくり基本計画 

桜井駅周辺地区 

まちづくり基本構想 

  
●桜井市総合計画 
●桜井市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
●桜井市都市計画マスタープラン 
●桜井市空き家等対策計画 
●桜井市景観計画 
●桜井市歴史文化基本構想 
●桜井市立地適正化計画 
●桜井市観光基本計画 など 

関連計画 



2 

 

 

 

 

  

４．対象地区 

４．対象地区 

基本計画の対象地区は、基本構想の対象地区とします。 

観光のレセプションエリア 

・来訪者をもてなし、来訪者と地域住民の交流を促す。 

・公共空間を活用した賑わい創出やエリアマネジメントによる地区の価値の維持向上を図る。 

図 対象地区と観光のレセプションエリア 

図 桜井市 

桜井市 
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５．基本計画の内容 

５．基本計画の内容

まちづくり基本計画の推進体制

取り組みを推進 

●旧伊勢街道沿道のまち並みの

景観阻害の進行 

●地域活力の低下

●まちづくりに対する市民の機

運の高まり 

●歴史的資源の残るまちとして

の魅力の低下 

●各観光資源へのアクセス機能

の不足 

●効果的な観光案内の不足

●宿泊施設の不足

まちづくりに関わる人 

まちを訪れる人 

基

盤

の

再

整

備 

④来訪者受入環境の整備

・受入環境構築 

・観光プロモーション 

・宿泊施設の整備 

③交流広場の創出

・パブリックスペースの活用 施 策

②景観の保全

・修景工事への支援 

・協議会立ち上げ 

①官民連携でのきめ細やかなニーズ対応

・エルト再生 

・駅広再生 

・空き家利活用促進 

・創業支援 

施 策 

施 策 

施 策 

基本計画では、下記の内容を示します。 

まちづくりの将来像 

方  針  １ 

中心拠点の機能強化による駅周

辺地域の求心力の向上 

空き家の利活用などによる便利

で賑わいのある住環境の創出 

駅周辺の地域資源を活かした景

観形成の推進 

桜井駅を拠点とした観光資源を活か

した地域振興 ～観光情報発信拠点と

しての整備促進～ 

“桜井らしさ”と“木”を活かし 地域の誇りを育む ワンランク上の 

歴史・資源・ライフスタイル にぎわいあふれる住み良いまち さくらい 

まちに住む人 

●人口減少、高齢化の進行等に

よる地域活力の低下 

●桜井駅周辺の日常生活サービ

ス機能の低下 

●公共交通利用者の減少

視点（課題） まちづくりの基本目標と取り組み方針 

誰もが暮らしやす

いと感じる中心拠

点機能の強化 

地域でつながり誇

りを育むまちづく

りの推進 

何度でも訪れたく

なる桜井の歴史・文

化の発信 

方  針  ２ 

方  針  ３ 

方  針  ４ 

まちづくり基本計画 まちづくり基本構想 

成  長  戦  略 

都市部や観光地へ向かう交通の要衝として、 

市民生活や旅行など様々な活動シーンで人々に便利

さと快適さを提供できる拠点として成長する 

戦略の具体化 
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・パブリックスペース 

の活用 

６．まちづくりの戦略・施策 

６．まちづくりの戦略・施策 

基本計画の実現に向けて、下記に示す戦略に基づき、施策に取り組みます。 

基  盤  の  再  整  備  内  容 施 策 

基 
 

盤 
 

の 
 

再 
 

整 
 

備 

対応する課題 

官民連携でのきめ細やかなニーズ対応 

本地区は 1700 年の歴史があり、様々な特色を持つ地域です。子どもから高齢者まで幅広い世代が居住され

ており、多くの方が日々の通学、通勤で桜井駅を利用しています。このため、本地区へのニーズも多種多様な

ものとなっており、官民が連携してニーズに対応していくことが求められています。 

基本計画では、様々なニーズに対応するための施策として、エルト再生や駅広再生、空き家利活用促進、創

業支援を位置付け、官民連携により実施していきます。 

景観の保全 

・エルト再生 

・駅広再生 

・空き家利活用促進 

・創業支援 

 

本地区には歴史的な建築物が数多く残り、貴重な景観資源となっております。一方で、人口の減少によって

空家も増加し、こうした景観資源も徐々に失われつつあります。 

基本計画では、本地区の景観を保全するための施策として、修景基準に即した修景工事への支援を行います。

また、協議会を立ち上げ、景観保全の取り組みを地域ぐるみで行っていきます。 

・修景工事への支援 

・協議会立ち上げ 

来訪者受入環境の整備 

本地区は都市部や周辺観光地へのアクセスに優れており、周辺の観光地へ向かう観光客の活動拠点となる可

能性を持っております。 

基本計画では、来訪者の受入環境を充実させ、多くの観光客に訪れてもらうため施策として、サインや遊歩

道、施設など観光客の受入環境の構築や観光プロモーション、宿泊施設の整備を進めていきます。 

●人口減少、高齢化の進行

等による地域活力の低下 

・受入環境構築 

・観光プロモーション 

・宿泊施設の整備 

１ 

２ 

交流広場の創出 

本地区にある近鉄・JR 桜井駅は、両駅合わせて年間で約 400 万人の方が利用しています。こうした方々が

憩い、交流するための場づくりを行うことで、本地区の利便性向上や賑わい創出が図られます。 

基本計画では、本地区の利便性向上や賑わい創出のための施策として、官民連携によるパブリックスペース

の活用を推進していきます。 

４ 

３ 

●桜井駅周辺の日常生活サ

ービス機能の低下 

●公共交通利用者の減少 

●旧伊勢街道沿道のまち並

みの景観阻害の進行 

●地域活力の低下 

●まちづくりに対する市民

の機運の高まり 

まちづくりに関わる人 

まちに住む人 

●効果的な観光案内の不足 

●歴史的資源の残るまちと

しての魅力の低下 

●各観光資源へのアクセス

機能の不足 

まちを訪れる人 

●宿泊施設の不足 



R5 R6 R7 R8 R9 R10～

1．エルトリニューアル事業 ① エルト再生 市 ・エルト桜井2階に多世代交流拠点、地域交流促進拠点を整備 完了

2．駅前広場整備事業 ① 駅広再生 市
・駅前広場の整備

・ペデストリアンデッキの整備
社会資本整備総合交付金

3．桜井駅南口周辺バリアフリー化事業 ① 駅広再生 市
・駅前広場のバリアフリー化

・南口駐車場のバリアフリー化
社会資本整備総合交付金

4．テナントリーシング事業 ② 民間
・利活用可能な空き家の把握

・空き家を利活用して営業を行う事業者の誘致

5．空き家利活用事業 ② 民間
・空き家を改修し利活用（櫻町珈琲店、櫻町吟、櫻林亭）

・利活用した空き家の運営

6．空き家利活用の魅力発信事業 ② 民間 ・利活用された空き家の魅力を発信

7．創業支援事業 ② 創業支援 民間 ・空き家、空き地等を活用した創業を支援

8．エルト店舗誘致事業 ① エルト再生 民間 ・エルト桜井1階へのテナント誘致 完了

9．修景助成事業 ③
修景工事へ

の支援
市 ・修景基準に即した修景工事への支援 社会資本整備総合交付金

10．街なみ協議会活動事業 ③
協議会立ち

上げ
市 ・修景助成事業の周知と景観形成に向けた体制の構築

ハード 2．駅前広場整備事業（再掲） ① 駅広再生 市
・駅前広場の整備

・ペデストリアンデッキの整備
社会資本整備総合交付金

11．空き家・広場利活用提案事業 ①② 民間 ・空き家と広場の利活用を提案

12．パブリックスペース活用推進事業 ①
市

民間

・パブリックスペース利活用の社会実験実施

・パブリックスペースの運営

ハード 13．街なみ整備事業 ③
受入環境の

構築
市

・サインを整備

・遊歩道を整備
社会資本整備総合交付金

5．空き家利活用事業（再掲） ②
空き家利活

用促進
民間

・空き家を改修し利活用（櫻町珈琲店、櫻町吟、桜林亭）

・利活用した空き家の運営

14．観光コンテンツの造成事業 ④ 民間
・地域資源を活かした旅行商品などの観光コンテンツの造成

・2次交通問題の解消

15．観光プロモーション事業 ④ 民間 ・都市部や諸外国に向けた観光プロモーション活動の推進

16．公有地活用事業 ④
宿泊施設の

整備
民間 ・公有地を活用したホテルの整備 完了

　　来訪者受入環

　　境の整備

　　景観の保全

　　官民連携での

　　きめ細やかな

　　ニーズ対応

ハード

ソフト

事業名

空き家利活

用促進

事業手法事業内容

実施年度

　交流広場の

創出

基盤の

再整備

まちづくりの戦略

７.　桜井駅周辺地区まちづくり基本計画　事業一覧

事業

主体
該当施策

パブリック

スペースの

活用

基本構想に

おける基本

方針

ソフト

ソフト

観光

プロモー

ション

ソフト

空き家の把握・事業者の誘致

ペデストリアンデッキ

 ２ 

 １ 

 ３ 

 ４ 

凡 例

ハード事業

ソフト事業

駅前広場

空き家の改修・運営

魅力発信

整備設計 設計

整
備
完
了

整
備
完
了

修景助成

利活用提案

運営社会実験

コンテンツ造成

プロモーション

協議会運営

ペデストリアンデッキ

設計

整
備
完
了

空き家の改修・運営

設計 整備

駅前広場

整備設計

整
備
完
了

整備設計

創業支援

駅前広場 南口駐車場

設計

整備

整備

整備

  5
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８．基本計画図 

８．基本計画図 



 

 

（７）基本構想の目標に対する事業効果（KPI）について 

基本構想の目的に対する事業効果（KPI）の設定については、今後の運用面に鑑み、本地区を重点 

プロジェクトとして位置付けている「桜井市まち・ひと・しごと創生総合戦略」等関連計画で設定して 

いる事業効果（KPI）を参考に評価指標を抽出し、本地区における目標値を設定します。 

 

【事業効果（KPI）】 平成 30年～令和 4年 

 

関連する方針 基本となる取組 指標名（単位） 

目標値 

（H30~R4 年

度） 

実    績 

評    価 
合計 H30 R1 R2 R3 R4 

（１）中心拠点の機能強化

による駅周辺地域の求心

力の向上 

●地区内外のまちづくり活動団体を

つなぐプラットフォームの形成を図

る。 

●駅周辺の公有地、低未利用地の有効

活用について検討する。 

官民連携によるまちづ

くり提案（ワークショ

ップ→シンポジウム→

報告会）の回数（回） 

5 1 0 1 0 0 0 目標には不十分 

産・官・学・金・民によるワークショップを開催し、ま

ちづくりについて検討した内容を提案していく流れを

想定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

もあり実現できていない。引き続き目標設定を行い、実

施していく。 

 

（２）空き家の利活用等に

よる便利で賑わいのある

住環境の創出 

●利便性の高い住宅地としての暮ら

しに必要な機能の導入を図る。 

●空き家改修成功事例をモデルとし

て地位に示す等、空き地、空き家の

所有者などに対し活用を促すための

取り組みを推進する。 

●空き家を活用した地域の交流拠点

などの整備を促進する。 

空き家利活用件数（件） 18 15 3 1 2 4 5 目標を概ね達成 

改修後は飲食可能な地域の交流拠点施設、宿泊施設、住

宅、店舗、介護施設、テレワークステーションなど様々

な形で空き家を利活用している。このような実績をもと

に今後も空き家利活用の機運を高める取り組みを推進

し、引き続き目標設定を行い、達成を目指す。 

（３）駅周辺の地域資源を

活かした景観形成の推進 

●桜井駅周辺地区では、広域的な玄

関口として、にぎわいの中にも品格

のある、良質で魅力的な市街地景観

の形成を進める。 

●住民と行政が協働して日常的に景

観や環境を維持・向上させる取り組み

を推進する。 

建物修景件数（件） 8 

 

2 0 1 0 1 0 目標には不十分 

景観ガイドラインを策定し、民間の新築、改修について

も遵守するケースについては補助を行っているが、実績

には結びついていない。今後も引き続き広報を行い、周

知を強化していく。 

（４）桜井駅を拠点とした

観光資源を活かした地域

振興 

～観光情報発信拠点とし

ての整備促進～ 

●桜井の玄関口である駅前におい

て、ワンストップで観光関連情報が

入手できる仕組みを整備する。 

●各観光資源へのアクセス機能向上、

効果的な観光ルートづくり、観光関連

の店舗や休憩施設の整備等を目指す。 

桜井駅観光案内所年間

入込客数（人） 

19,000（R4年度） ― 

 

15,866 15,394 8,333 8,324 11,255 目標には不十分 

新型コロナウイルス感染症拡大の前と後で海外の方の

利用が落ち込んだことが観光案内所入込客数の減少に

大きく影響している。コロナ禍の終わりを見据えて引き

続き目標設定を行い、達成を目指す。 
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【事業効果（KPI）】 令和 5年～令和 9年 

 

関連する方針 基本となる取組 指標名（単位） 
実績 

（H30~R4年度） 

目標値 

（R5～R9年度） 

（１）中心拠点の機能強化に

よる駅周辺地域の求心力の

向上 

●地区内外のまちづくり活動団体

をつなぐプラットフォームの形成

を図る。 

●駅周辺の公有地、低未利用地の

有効活用について検討する。 

官民連携によるまちづくり検討（ワ

ークショップ→報告会）の回数（回） 

1 5 

（２）空き家の利活用等によ

る便利で賑わいのある住環

境の創出 

●利便性の高い住宅地としての暮

らしに必要な機能の導入を図る。 

●空き家改修成功事例をモデルと

して地位に示す等、空き地、空き

家の所有者などに対し活用を促す

ための取り組みを推進する。 

●空き家を活用した地域の交流拠

点などの整備を促進する。 

空き家利活用件数（件） 15 15 

（３）駅周辺の地域資源を活

かした景観形成の推進 

●桜井駅周辺地区では、広域的な

玄関口として、にぎわいの中にも

品格のある、良質で魅力的な市街

地景観の形成を進める。 

●住民と行政が協働して日常的に

景観や環境を維持・向上させる取

り組みを推進する。 

建物修景件数（件） 2 5 

（４）桜井駅を拠点とした観

光資源を活かした地域振興 

～観光情報発信拠点として

の整備促進～ 

●桜井の玄関口である駅前におい

て、ワンストップで観光関連情報

が入手できる仕組みを整備する。 

●各観光資源へのアクセス機能向

上、効果的な観光ルートづくり、

観光関連の店舗や休憩施設の整備

等を目指す。 

桜井駅観光案内所年間入込客数（人） 11,255（R4年度） 18,000（R9年度） 

  

8 


	00_基本計画改訂案
	01_基本計画事業一覧（最終版）
	02_KPI評価（最終版）

